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論文の内容の要旨
本学位論文は、質の高い看護の実践に必要となる学術情報に適切にアクセスできるように、看護締の情報
探索を支援するための概念枠組みを提供することを自的としている。
まず、看護師が日常利用している学術情報および看護師の情報行動の特性を把握したうえで、看護師の情
報ニーズを満たす学術情報の枠組みを明らかにしている。これらの結果をもとにして、総合的な学術情報の
探索を支援する「リソースマップJと、患者の個別性に着目して症例報告を支援する「インデイピジ、ユアル
マップj、さらにこのこつのマップを統合した「学術情報マップJを'情報探索支援の概念枠組みとして提案
している。次に摂食樺害の看護を例として実際に学術情報を収集し、摂食障害を含む精神医学領域のリソー
スマップとインデイピジ、ユアルマップを作成したのち統合し、学術清報マップの妥当性を検証している。
第l章では、看護姉の矯報探索を支援する必要性について、看護師の資格制度ならびに看護教育の視点か
ら、現状の課題を明らかにしている。
第2章では、第l章で明らかにした看護師に対する情報探索支援の必要性をもとに、看護師による学術情
報探索の現状について、先行研究の文献調査および看護師を対象とした聞き取り調査を行ない、それらの結
果から解決すべき課題を明らかにしている。
第3章では、はじめに看護師に対する情報探索支援の課題解決のための概念分析を行ない、分析結果から、
看護師が糞の高い看護を実践するために必要な学術情報に適切にアグセスできるように看護師の情報探索を
支援するための概念枠組みを提案している。すなわち、まず看護師の情報二一ズを満たす総合的な情報源を
探索ツールおよび策定した検索式とともに提供するための概念枠組みとしてリソースマップを提案してい
るO また、患者の個別性を重視することに伴う看護師の情報ニーズは「患者の状況Jr看護の成果J領域を
構成する要素により表現でき、「看護の方法j領域の要素記述により情報ニーズが満たされることを明らか
にし、これら 3領域から成る概念枠組みとしてインデイピジ、ユアルマップを提案している。さらに、看護締
の憎報探索における支援をより効果的にするために、リソースマップとインデイピジ、ユアルマップを統合し
た概念枠組みとしての学術情報マップについて検討し、実務的な情報からより高度で個別性のある看護方法
825 
まで、広がりをもった情報の入手が容易となり、看護師の情報ニーズが満たされると主張している。また、
インデイビジュアルマップに至る過程で電子カルテを活用すれば、患者の状況を的確に表現できることから、
電子カルテも組み込んだ、概念モデルを提案している。
第4章では、総合性を重視したリソースマップの事例として、摂食樟害の看護に必要となる学術情報の所
在を明らかにし、リソースマップの適用可能性を検証しているO 質の高い学術情報を入手する過程を検証す
るとともに、有用な知識情報源および学術文献のデータベースの検索結果を分析し、これらの結果を反映さ
せた摂食欝害領域のリソースマップを作成している。このリソースマップにより、コアジャーナルや診療ガ
イドライン、有用 Webサイト等における専門知識の所在、新しい情報を探すための探索ツールと基本的な
検索式が明示できることが確認できたため、リソースマップの適用可能性は検証できたとしている。
第5章では、摂食障害の看護に関する症例報告を事例としてインデイピジ、ユアルマップを作成し、患者の
個別性を考慮して情報探索ができるように症例報告の活用を志向した、インデイピジ、ユアルマップによる情
報探索支援の適用可能性を検証している。すなわち、症例報告の構造化により「患者の状況jと期待する「看
護の成果jを構成する要素を検索諾として使用することによって、「看護の方法jが記述されている症例報
告の入手が可能となることに基づいて、摂食障害領域のインデイビジュアルマップを作成している。このイ
ンデイビジュアルマップは、組織化されていない症例報告に重点的にアクセスできるよう要素を示したもの
であり、看護師の視点に基づく症例探索を効果的に支援で、きることから、インデイビジ、ユアルマップの適用
可能性も検証できたとしている。
第6章では、第4章と第5章でそれぞれ実際の学術情報源への適用可能性を検証したリソースマップとイ
ンディビジ、ユアルマップとの統合の可能性について、摂食障害の看護に関するこつのマップを使用して検証
している。すなわち、学術文献データベースに症例報告が蓄積されていることを利用し、リソースマップに
おける探索ツールの一つである学術文献データベースを、学術情報マップの核として使用して、インデイビ
ジ、ユアルマップとの統合が実現できることを明らかにしている。その結果、症例報告の構成要素を、症例報
告検索のための検索式フィルタとすることにより、学術文献データベースとの連携ができるようになったと
している。摂食樟害の看護に関するマップの統合事例に基づいて、学術情報マップの構成を示している。
第7章では、学術情報マップにより情報探索を支援する概念枠組みを提供することは、多様な教育背景を
有する看護師の情報ニーズを充足し、情報探索能力や環境等における個人差の制約を受けることなく、さら
に臨床現場における日常の看護および研究において適切な支援が可能になると結論している。
審査の結果の要旨
患者やその家族を中心にとらえて、様々な職種をコーデイネートする立場にある看護師には、様々な領域
にまたがる知識を統合・判断して看護活動をすることが求められている。科学的根拠に基づく看護実践によっ
て患者の健康に貢献するためには、看護師は新しい研究成果を収集し、より質の高い学術情報からの看護実
践に関わる知識を得る必要がある。しかしながら、看護師の養成教育における情報リテラシーや図書館利用
に関する教育内容の差異が、知識や情報探索スキルに偲人差をもたらす背景となり、入手できる情報に俗人
差が生じている。このような現状を研究の背景としてとらえ、本論文は、看護師が適切に学術情報を探索し
利用していくためには、個々の看護締の受けてきた教育背景や所属機関の情報利用環境にも配慮し、看護師
のニーズ、に沿った個別的な支援が必要であると考え、そのような支援を可能にする概念枠組みとして学術情
報マップを提案している。
本論文は、以下の点に特徴があると認められる。
第 lに、看護師の情報探索を支援するために、学術情報マップという概念枠組みを提案したことは、看護
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師の学術情報利用における課題から考えると、その実務上の意義は大きい。治療に関する医師を対象とした
情報支援の研究が進んでいるなか、看護に関する看護師を対象とした情報支援は十分とはいえない現状があ
る。しかしながら、本研究が提案した学術情報マップにより、臨床現場における日常の看護および研究にお
いて看護師に対する適切な情報探索支援が可能になるため、看護師の情報探索行動にもたらす効果は大きい
と考えられる。また、看護締の多様な情報ニーズを満たすための学術情報探索が容易になることによって、
科学的根拠に基づく看護の実践にも大きな効果をたらすと期待できる。
第2に、看護師の情報ニーズを満たす学術情報の特徴を的確にとらえて、総合性を重視したリソースマッ
プと価別性を重視したインデイビジュアルマップとを提案している。経験の浅い看護簡はリソースマップを
利用することによって、基本的な学術情報を入手し専門知識を得ることができるとともに、学術情報探索技
術を習得する手引きとすることもできる。また、経験豊富な看護締はインデイピジ、ユアルマップを利用する
ことによって、多忙な業務における短い時間で患者の状態に応じた適切な'情報を得ることができる。さらに、
リソースマップとインデイビジュアルマップは学術情報マップに統合されており、経験の有無にかかわらず、
リソースマップで基本的な学術情報を入手できると同時に、インディビジュアルマップで患者の状態に応じ
た情報を得ることもできるように関連づけられている。これにより、多様な教育背景を有する看護師の情報
ニーズを充足し、情報探索能力や環境等における個人差に対応することができる。単なる情報源の提示では
なく、文献調査や開き取り調査で看護部の実際の情報要求を把握し、それを基に概念分析を行ない、情報ニー
ズの多様性と利便性を考麗した概念枠組みを提示している点に研究上の鋭意が見られる。
第3に、総合性を重視したリソースマップには、看護の専門知識を獲得できる体系化されている知識情報
源を整理し、探索ツールとともに基本的な検索式をも提供していることに特徴がある。とくにシソーラスに
基づくシソーラス用語が付与されている学術文献データベースについては、シソーラスに基づいて策定した
基本的な検索式を提示することの効果は大きい。検証に使用した学術文献データベースにおいても、データ
ベースによってシソーラス用語に異なりが認められていることから、看護師の情報探索スキルの現状を考え
ると、基本的な検索式の提供は必須である。第2に特徴としてあげた、看護締の実際の情報要求や置かれて
いる現状を把握したことによって可能となった成果の特に顕著な例である。
第4に、個別性を重視したインデイビジュアルマップでは、「患者の状況jと期待する「看護の成果J領
域から検索諾を選択することにより「看護の方法Jが記述されている症例報告の入手を可龍とした、症例報
告の構造化に大きな特徴がある。これにより、エピデンスレベルが低いとされて軽視されてきた症例報告に
価値を見出し、インデイピジ、ユアルマップとして利用したことには新規性が認められる。さらに、看護締に
よる看護研究の成果を学術論文として報告し共有化するために、症例報告に記述すべき観点を明らかにして
いることは、看護師が自分たちの情報探索活動をより有効にする手段を自ら作成するという方向性を示した
という点で高く評価できる。
本研究は、摂食障害の看護以外の事例についても適用可能性の検証を行ないさらに信頼性を高めることが
望ましいなどの課題も指摘できるが、学術情報マップという概念枠組みの提案によって、看護師の情報探索
を支援するという実務上の毘的を達している。また、自身の精神科看護の経験・専門知識を活かして看護締
の情報行動を把握し、必要とする知識情報源を整理し、症例報告の構造化を試み、症例報告を核とする学術
情報マップの構想に至るなど、研究の手順をきちんとふまえて実証的に論じており、博士論文の研究レベル
に達している。さらに、学術文献としての価値が低いと考えられてきた症例報告に焦点をあて、その有用性
を提示するなど、有意義な成果を得ている。
したがって、本論文は、学位論文として十分な内容をもつものと判断される。
平成 25年1月28日、図書館情報メディア研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、
本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。引き続き、「図書館情報メデイ
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ア研究科博士後期課程の学位論文の審査に関する内規J第12項第2号に基づく最終試験を行い、審議の結果、
審査委員全員一致で合格と判定された。
よって、著者は博士(盟書館情報学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認めるO
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